
Title 表紙 目次
Sub Title
Author

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1959

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.52, No.7 (1959. 7) 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19590701--

001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


H

慶應義塾経済学会 

七 月 号

第五十二卷 第 七 畀

阳
和
三
十
四
年
七
月
一
日
苑
行

(

毎

月

一

日

発

ン̂

 

昭

和

ニ

十

ス

与

ニ

月

十

三

日

国

鉄

特

別

极

承

認

雑

誌

第

一

、
九

〇

三
号 

昭

和

二

十

五

年

十

月

二

十

四

日

第

三

種

郅

便

物

認

可

啓
蒙
期
の
社
会
主
義
と
道
徳
哲
学

.

.

.

.

.

.

.

平

井

m

u

特
に
モ
レ
リ
イ
と
マ
フ
リ
イ
を
中
、
も
と
し
て

-
-
-

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

社
会
民
主
主
義
の
形
成
過
程

(

そ

の

一

)

.

.

.

.

.
飯田

—

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期

—

資
本
主
義
の
相
対
的
安
定
期
丨

に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
の
性
格
形
成
に
つ
い
て

——

一
八
九
一

ー

三
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
税
制
改
革

.

.

.大

島

通

義

(

屋

)

——

帝
国
主
義
形
成
期
に
お
け
る

ド
イ
ツ
の

財
政
政
策

(

2

)
——

.

1|
学
的
国
際
資
本
移

1/
理
論

.

.

.

.

.

.

.

.

.

大

宵

俠

 

一

(

■)

資

料

英
国
六
産
業
に
お
け
る
企
業
合
併
の
諸
効
果

…
…

…
…

北

原

與

c
-t
r
H ) 

-R
L
.

 C
8
k

 and R
o
o
h
e
n
;

 ^Effects of M
e
rgers^

-

書
評
及
び
紹
介 

経
済
学
関
係
文
献
目
録

新

(

3

鼎

(

一七

)

MITA GAKKAI ZASSHI
fM ita  Jou rn al o f n co n o m ics)

V o l .52, No. 6 June, 1959

CONTENTS
Social Policy and the Metamorphoses of Use Value PageM . Chubachi ( 1 )

La revolution agricole en France.
Un analyse de ce debut.................................... K. Watanabe (17)

On the Economic Efficiency of Public Expenditures
.....................................................................................S. Furuta (29)

Two Forms of Socialistic Ownership and
the Law of Value (2)....................   A. Hirano (46)

Reviews and Notes

Published for
KEIO-GIJUKU KEIZAI GAKKAI

(The Keio Economic Society) 
Editorial comimmications to be sent to 
the Editor，Keio-Gijuku Keizai Gakkai, 

Keio-Gijuku University,
Mita, Minato-ku, Tokyo, Japan. 

Price 90 yen

昭

和

ニ

十

五

年

十

月

二

十

四

日
 

昭
和
ニ
十
六
年
ニ
月
十
三
日 

t
.
r
u
£ 

昭
和
三
十
四
年
六
月
一
日

f

c

p
-

-

-

-

-

--
-
-

-
-
-
-
-.
.
.
. 

.
I

発 

i
J
l
,i
J
0?
、

蟋

SI
三田学会雑誌

.

昭

和

三

十

四

年

六

月

号

定
価
金
九
〇円

(

賤
把



書評及び紹介

A

•

H

.
ラ
デ
ー
シ
チ
エ
フ
著

渋

谷

一

郞

訳

『

ぺ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
へ
の
旅

』

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

野地洋行

(

八

九

)

ジ
ャ
ッ
ク
.ド
ウ
ニ

 

I

著

『

競
争
的
過
程

』

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

...

原 

豊

(

九四

)

‘

啓
蒙
期
の
社
会
主
義
と
道
徳
哲
学

::

パ

.,，

-
-
-
-

特

■に

乇

レ

ジ

ィ

と
.
マ
ブ
ジ
ィ
を
.中
心
.と
し
て
-
-
-
-
-

'

.
•

’
；

'■

平 

#
 
'
 

新

十
八
世
紀
の
フ
ラ
シ
ス.は
い
わ
■ゆ
.る
.

「

ル
.ィ
十
四
1|
1

|«
3
代」

忙

対

す

る

.
反

動
 

の
時
代
で
あ
っ
た
。
太
陽
王
の
名
に
絢
爛
豪
華
を
誇
っ
.
た
王
政
も
十
八
世
紀
に 

入
る
と
漸
く
類
勢
を
迪
り
、
王
政
を
構
成
す
る
僧
侶
、
貴
族
も
ま
た
政
治
的
に 

も
、
経
済
的
に
も
弱
化
し-、7.
こ
れ
と
相
应
じ
て
新
興
の
資
本.

|
級
の
.枱
頭
.め

. 

ざ

ま

し

き

も

，
の

が

あ

.っ

て

，
、

こ

と
.̂
い
わ
.ゆ
る
ア
.ン
シ
-v
/ン
.
,レ

，ジ.丨
ム

.
の

内
 

的
矛
盾
は
全
面
的
に
姿
を
現
わ
：す
に
至
一
.？
：た
。.実
に
：十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
は.
 

没
落
し
て
ゆ
く
封
建
秧
序
之
新
興
資
本
制
秩
序
と
の
決
戦
の
最
後
の
：段
階
で
あ 

っ
た
の
で
あ
る
。
伝
来
の
封
建
的
支_

紙
ぬ
•中
世
都
市
の
.城
外
市
民
.と
し
て
：
，
 

喊
々
の
声
を
：あ
げ
て
以
來
孜
々
と
し
て
.実
力
を
確
保
し
つ
つ
あ
っ
た
ブ
ル.ジ
ョ
.. 

ヮ
ジ
ィ
中
の
.富
有
分
子
の
.経
済
力
の
前
に
屈
服
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ブ
：
 

ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
は
尚
時
ま
だ
軍
隊
を
指
輝
し
た
り
、

.政
治
を
1

^
し
た
り
、
教 

会
を
支
配
す
る
と
い
ぅ'程
に
は
な
っ
.て
い
な
か
っ
た
が
、.し

か

；
し

.
す

で

に

財

政
 

と
立
法
と
を
強
く
左
右
す
る
地
位
に
上
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
高
額
の
：代
償
金

.を

. 

闺
壬
.に

献

納

す

る

こ

と

：
に

.よ
っ
て
、
微
税
の.特
権
を
え
て
、
巨
富
を
蓄
積
し
、 

国
茁
、
貴
族
、
教
会
、.ギ
ル
ド
親
方
、
商
人
等
の
.金
穴
と
な
っ
て
宮
廷
貴
族
以

上
に
恐
，れ
ら
れ
、‘持
雠
さ
れ
、
か.つ
.憎
ま
れ
て
い
た
"

し
か
し
産
業
革
命
に
は 

な
ぉ
遠
く
、
.
太
工
業
は
部
分
的
に
は
興
に
そ
の
緒
に
つ

い

て

い

た

が

、

全
体
と 

し
.て
見
れ
ば
、
依
然
と
し
.'て
封
建
制
の
上
に
立
つ
と
こ
ろ
の

農
業
国
で
あ
っ
.た 

と
い
ぅ
外
は
な
い
。
，
資
本
財
は
末
だ
第

I

の
生
産
手
段
で
は
な
く、
. 土
地
が
第 

一
、
固
有
の
生
産
手
段
と
認
め
ら

i
、

土
地
と
富
と
は
同
一
視
さ
れ
て
い
た
。 

だ
か
ら
経
済
的
論
議
の
中
心
.は
お
の
ず
か
ち
農
業
問
題
で
あ
っ
て
、
吐
地
双
豸 

の
規
芷
が
十
八
世
紀
め
自
由
生
義
的
、
社
会
主
義
的
要
求
の
核
心
で
あ
っ
た
。

こ
の：時
代
の
社
会
主
義
体
系
は
な
お
いま
だ
資
本
家
と
。フ
ロレ
タ
リ
ア
と
の

対 

立
抗
争
を
繞
る
も
の
で.は
な
が
：
っ
た
：の
で
あ
る
。

；

 

、

.:

十

八

世

紀

：
の

フ

ラ

.ン
：ス
に
は̂

I
、

今
日
.い
ぅ
と
ころ
の

プ
P

レ
タ
リ
ア
は 

ま
だ
箱
在
し
.て
い
な
か
っ
た
。
，ま
ず
工
業
労
働
者
で
あ
る
が
、
一
方
に
お
い
て
、 

近
代
的
機
械
工
業
は
極
く
稀-r
e
,あ

-?
て
、
そ
の
大
部
分
が
マ
二
ユ
フ
ァ
ク
チ
ャ 

1
で
あ
づ
蓄
こ
と
と
、f

に
お
：い
や
、
自
由
競
争
：の
制
度
が
ま
だ
行
わ
れ
て 

い
な
か
.々

ね
.̂
ザ
i

H

業
や
賃
銀
法
則
が
も
た
ら
す
苦
痛
と
弊
害
と
に
な
や 

む
無
産
の
労
働
大
衆
と
ぃ.ぅ
:%
の
.は
な
お
ま
だ
存
在
せ
ず
、
し
た
が
；
っ
て
い
わ

.

I

.

C

5
 
ハ
九)

啓
蒙
期
の
社
会
主
.義

と
遒
徳
哲
学


